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２０２０年３月５日（木）開催  財務報告実務検定 & IPO 実務検定 共同セミナー 

 
～無形資産の外部評価機関の担当者が語る～ 

M&A における PPA の実務 
「PPA 概略編」 

＆ 
「PPA 実務編」 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
【プログラム】 
２０２０年３月５日（木）１４：３０～１６：４０（受付 １４：１５～） 
講師： 株式会社 Stand by C 代表取締役 公認会計士 税理士 松本 久幸 様 
 
～無形資産の外部評価機関の担当者が語る～ 
M&A における PPA の実務 
第一部 PPA 概略編  時間 １４：３０～１５：３０ 
第二部 PPA 実務編  時間 １５：４０～１６：４０ 
 
【ご案内】 
このたび財務報告実務検定事務局では PPA（パーチェス・プライス・アロケーション）の

実務についてのセミナーを開催します。PPA とは、合併、株式取得、事業譲受等の M&A を

終えた後に買い手企業が行う会計処理のことです。PPA により識別・評価した無形資産や

のれんの額は、M&A 後の買い手企業の利益に長期間にわたり多額の影響を与えることから、

そういった影響を M&A の際に取得する企業や事業自体の利益計画の推移に上乗せしたう

えで、M&A の是非を検討する必要があります。ところが、PPA の手続きは極めて専門的で

あり、はじめて携わる担当者にとっては分からないことだらけと言っても過言ではありま

せん。そこで、今回のセミナーでは PPA 時の無形資産の外部評価の実績が豊富な株式会社

Stand by C の代表取締役で公認会計士・税理士の 松本 久幸 様をお招きし、『～無形資産

の外部評価機関の担当者が語る～企業結合と PPA の実務「PPA 概略編」＆「PPA 実務編」』

と題して、PPA の実務について詳しく解説していただきます。 
 
まず第一部では、PPA が必要となる状況、無形資産の外部評価が求められるようになった

背景、PPA に関与する各プレイヤーの役割、考え方（無形資産として計上が必要になる代

表的事例の紹介）について解説していただきます。その上で第二部では PPA のスケジュー

ルやコスト、実務上論点となりやすい事例等について解説していただきます。特に M&A 後

の利益推移に大きな影響を与えるのれん、無形資産、繰延税金負債の計上と償却の考え方に

ついては、会計担当者だけでなく M&A の担当者も押さえておきたい知識であり必見です。 
 



 
 
■開催日時：２０２０年３月５日（木）１４：３０～１６：４０（受付 １４：１５～） 
■開催場所：ワイム貸会議室 高田馬場 RoomA  
東京都新宿区高田馬場１－２９－９ TD ビル３F 
JR 山手線・西武新宿線｢高田馬場｣駅 戸山口 徒歩２分 
東京メトロ東西線｢高田馬場｣駅 ５番出口 徒歩５分 
https://waim-group.co.jp/space/takadanobaba/ 
■定員：５０名（定員になり次第締切） 
■受 講 料：財務報告実務検定会員・IPO 実務検定会員は無料、会員でない方は 22,000 円

（消費税込） 
なお、IPO 実務検定会員の方にはウェブセミナーの提供はございません。 

■申込方法：下記よりお申込みいただければ幸いです。 
https://zaimuhoukoku.jp/seminar/20200305/index.html 
 
■主催：財務報告実務検定事務局（日本 IPO 実務検定協会と共同開催） 
 
【講師略歴】 

株式会社 Stand by C 代表取締役 公認会計士 税理士 松本 久幸 様 
～1997 年国内金融機関 
2000 年中央青山監査法人（現 PwC あらた有限責任監査法人） 
2005 年株式会社 KPMG FAS 
2010 年株式会社 Stand by C 

 
 
【ワイム会議室 高田馬場 Room A 地図】 
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